
市民後見ひょうご ２０１３年度定期総会のご案内 

拝啓 市民後見ひょうご会員の皆様におかれましては、益々ご健勝のことをお喜び申し上げます。

市民後見ひょうご ２０１３年度定期総会を開催しますのでご多忙とは存じますが、万障お繰

り合わせの上ご出席くださるようにお願い申し上げます。 

なお、ご出席の有無を５月２０日（月）までに返送いただきますようよろしくお願い申し

上げます。        敬具 

記 

１．日 時：2013 年 5 月 26 日（日） 

受付： 13:15 

総会： 13:30～14:30 

（休憩） 

懇談会： 14:45～15:45 

 

２．場 所：ひょうごボランタリーププラザ 

セミナー室（６階フロアー） 

 

３．議 題： 

第１号議案 2012 年度（第 4期）事業報告及び会計報告並びに監査報告承認の件 

第２号議案 2013 年度（第 5期）事業計画（案）及び会計予算（案）に関する件 

第３号議案 定款変更に関する件 

第４号議案 役員（理事・監事）候補者の選任に関する件 

 

４．依頼事項： 

（１） 同封の「定期総会出欠届」のはがきに必要事項を記載の上返送願います。 

（２） 2013 年度会費を５月２０日（月）までに会費：\3,000 を次の何れかの口座に振り

込み願います。 

※ 正会員 会費：\3,000 活動に積極的に参加し、議決権があります。 

賛助会員 会費: \3,000 資金面での援助、催しや総会（議決権はありません。）等に出席できます。 

※ 該当振込銀行に○、振込金額を選択して振込日を記載ください。会費の領収書は銀行振込控に代

えます。総会に出席される方は念のため振込控を持参ください。 

 

 

 

５．総会案内同封資料（この案内以外に次の資料が同封されています） 

 「ＮＰＯ法人市民後見ひょうご定期総会出欠届」はがき・・記入して返送願います。 

 「助成事業活動報告書」 当会で実施した平成２４年度社会福祉助成事業 

※既に、お渡しの方には同封しておりません。 

 

 

 

 

ゆうちょ銀行・・・・・・・・・ 店名四二八  口座番号・・  0488146 
三井住友銀行・・・・・・・ 住吉支店    口座番号・・  3951121 

総会に出席される方は、この送付した資料をご持参願います。 
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６．総会議案書 

 

第１号議案 2012 年度（第 4期）事業報告及び会計報告並びに監査報告承認の件 

2012 年度（第 4期）の事業報告と会計報告及び監査報告について報告します。 

資料「事業報告書」「活動計算書」「計算書類の注記」「貸借対照表」「財産目録（監査報告記

載）」参照    事業報告書関連資料 「助成事業活動報告書」当会の平成 24 年度 WAM 助成報告 

 

第２号議案 2013 年度（第 5期）事業計画（案）及び会計予算（案）に関する件 
 2013 年度（第 5期）「事業計画書（案）」及び「事業活動予算書（案）」の通り提案します。 

資料「事業計画書（案）」「事業活動予算書（案）」参照 

 
第３号議案 定款変更に関する件 
 特定非営利活動促進法第 25 条第４項の規定により、次のとおり定款の変更を提

案します。 

 
 
 
 
 
変更の内容 
 
 
 
 
 

変 更 前 変 更 後 
（目的） 
第３条 この法人は、高齢者や障害者
に対して、成年後見や権利擁護に関
する相談･コンサルティング、援助支
援等の事業を行い、高齢者や障害者
の権利を擁護することによって、安
心かつ安全に暮らせる地域社会の実
現に寄与することを目的とする。 

 
（事務所） 
第２条 この法人は、主たる事務所を
神戸市東灘区に置く。 

 
（事業） 
第５条 この法人は、第３条の目的を
達成するため、次の特定非営利活動
に係る事業を行う。 

(1)成年後見制度の普及啓発と市民後
見人の養成事業 

(2)成年後見と権利擁護に関する相
談・コンサルティング事業 

(3)要支援者と成年後見人の援助支援
及び受託事業 

 

（目的） 
第３条 この法人は、高齢者等に対し
て、生活見守り、権利擁護及び成年
後見制度に関する相談及び支援等
の事業を行い、各地域の市民後見人
や成年後見を事業とする法人と連
携することによって、安心かつ安全
に暮らせる地域社会の実現に寄与
することを目的とする。 

（事務所） 
第２条 この法人は、主たる事務所を
神戸市東灘区本山南町九丁目 8 番
36サンハイツ本山105号室に置く。

（事業） 
第５条 この法人は、第３条の目的を
達成するため、次の特定非営利活動
に係る事業を行う。 

(1) 成年後見制度の普及啓発に関す
る事業 

(2) 市民後見人の養成及び育成に関
する事業 

(3) 生活見守り、権利擁護及び成年後
見等に関する相談及び支援に関
する事業 

(4) 福祉サービス利用援助事業 
(5) 任意後見契約に関する事業 
(6) 法定後見受任に関する事業 
(7) 認知症高齢者に係る生活見守り、

権利擁護、成年後見制度及び地域
福祉に関する調査研究等の事業 

 
 
 
変更の理由 
 
 

１ 目的の手段に市民後見人や成年後見を事業とする法人との連携の明確化 
２ 法人事務所の所在地の明確化 
３ 新規事業の実施 

・ 福祉サービス利用援助事業 
・ 任意後見契約に関する事業 
・ 認知症高齢者に係る生活見守り、権利擁護、成年後見制度及び地域福祉

に関する調査研究等の事業 
 

kato-m
テキストボックス
( 2 / 12 )



第４号議案 役員（理事・監事）候補者の選任に関する件 
次の ６名の役員の選任を提案いたしますのでご承認願います。 

役員 氏 名 住 所 変更事項 
理事 神田 典治 堺市北区 再任 
理事 加藤 正人 神戸市西区 ― 
理事 伊藤 昌代 神戸市東灘区 ― 
理事 酒井 邦夫 神戸市須磨区 新任 
理事 田口 博彦 神戸市北区 新任 
監事 横山 茂 明石市 新任 

※ 当会に貢献されました藤本氏・峯氏・武藤氏は任期満了により退任されました。

今後は会員としてのご活躍をお願いしております。 

 

 

 

７．懇談会（会員としての意見・活動について） 
(1) 昨年度までの事業実施結果について意見交換 

「助成事業活動報告書」 当会で実施した平成２４年度社会福祉助成事業 

 

(2) 今年度の事業計画の内容の詳細な説明と実施に向けた取り組みについて 

① 成年後見制度の普及啓発に関する事業 

地方自治体、自治会及び事業者等の要望を受けた出前説明会の実施 

② 後見人の養成及び育成に関する事業 

   当会会員や市民への成年後見制度や福祉制度に関する勉強会の開催 

③ 生活見守り、権利擁護及び成年後見等に関する相談及び支援に関する事業 

   当会の摂津本山相談室や神戸駅前クリスタルタワー等における個別相談 

④ 福祉サービス利用援助事業 

 見守り安心契約⇒福祉サービス利用支援事業 

 ・福祉サービス利用支援、日常金銭管理、通帳預かり 

・成年後見制度活用支援、緊急事態対応保障、エンディングノート作成支援等 

⑤ 任意後見契約に関する事業 

 ・事業用資産・投資用資産等の財産を含まない要支援者・年金生活者を対象 

⑥ 法定後見受任に関する事業 

成年後見等の相談及び見守安心契約等によって成年後見等開始申立における成年

後見人等候補者及びその受任により成年後見人等の活動 

⑦  認知症高齢者に係る生活見守り、権利擁護、成年後見制度及び地域福祉に関する調査

研究等の事業 

 

  (3) 会員としての意見や活動についての提案 
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2012 年度(第４期) 事業報告書 

2012 年 4 月 1日～2013 年 3 月 31 日 

 

特定非営利活動法人 市民後見ひょうご 

 

１ 事業の実施の成果 

(1) 公営住宅、高齢者住宅及び福祉施設等の各地で多くの方を対象に成年後見制度の出前説明会と

出前相談会を開催し、成年後見制度の活用が必要とされている方とその家族等に対して、成年後

見制度等の理解を深めることができた。 

(2) 当会独自の相談室を設けることにより、多くの権利擁護に関する相談を受け付けることができ、

具体的な見守りや成年後見制度の活用等に向けた取り組みに結びつけることができた。また、要

支援者の要望により相談室以外での相談も行った。 

(3) 出前説明会等に参加した支援者や高齢者支援団体等と協力関係を築き、ネットワークの構築に

向けた足がかりができた。 

      別途 助成事業活動報告書参照 

 

２ 事業の実施に関する事項 

 (1) 特定非営利活動に係る事業 

定款の事業名 事業内容 実施 
実施 

場所 

従事者

の人数

受益対象者の範 

囲及び人数 

支出額 

 (千円) 

１．成年後見制

度の普及啓発

と市民後見人

の養成事業 

研修会 （WAM 事業） 

〃 (会独自事業） 

〃 (会独自事業） 

6 月 17 日

12 月 1 日

2 月 23 日

中央区

中央区

中央区

6人 

4 人 

4 人 

会員:13人, 一般:4人 

会員:12人 

会員:15人, 一般:2人 
35 

出前説明会(WAM 事業) 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

 〃 

 6月30日

 7月19日

 7月22日

 9 月 6 日

10 月 3 日

11月13日

11月17日

12 月 3 日

12 月 5 日

2 月 26 日

東灘区

北区 
東灘区

東灘区

垂水区

須磨区

東灘区

西区 
長田区

西区 

6 人 

5 人 

5 人 

4 人 

6 人 

3 人 

2 人 

5 人 

4 人 

4 人 

参加:7 人 

参加:25 人 

参加:2 人 

参加:8 人 

参加:15 人 

参加:34 人 

インターネット放送 

参加:24 人 

参加:38 人 

参加:35 人 

250 

２．成年後見と

権利擁護に関

する相談・コン

サルティング

事業 

個別支援(WAM 事業） 2012年4月

～ 

2013年3月

東灘区

(相談室)

神戸市内

（他）

8人 

(延 72人)

46 回 

 
1,094 

(相談室の

運営費含)

３. 要支援者

と成年後見人

の援助支援及

び受託事業 

見守り契約 

 

2012年9月 東灘区

 

3 人 1 人 

27 受任活動 2013 年 1 月

(継続中)

 

須磨区

 

4 人 2 人 
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３．2012 年度活動報告 

(1) 会員等の研修 

6 月 17 日に認知症の人と家族の会の兵庫支部代表を講師として招き研修会を実施し、12 月 1 日と 2

月 23 日に神戸市社会福祉協議会より講師を招き認知症研修（コース A,コース B）を実施、当会を認知

症サポータとして登録した。さらに、10 月 28 日：認知症家族の会の全国研修集会、1 月 12 日：全国

校区・小地域福祉活動サミットに参加し、今後の活動の情報とヒントを得る。 

 

(2) 支援活動 

若年認知症交流会（場所：神戸市総合福祉会館）に 10 月より毎月(2012 年度 6回)ボランティアとし

て２名が参加し、認知症に関する情報提供や参加者への支援活動を行う。 

 

(3) 見守り活動 

安心見守り契約を締結した契約者宅を毎月訪問し、将来の意向や心配事をヒアリングする。契約者が

体調不良や疾病等により医療機関や介護保険施設等に入院や入所したときの手続、費用の支払等を代

理する。意思能力が不十分と認められるときの法定後見開始の申し立て支援を行う。 

 

(4) 後見受任活動 

介護保険サービス事業者からの相談を通じて、成年後見と保佐の開始申立において、成年後見人・保

佐人の候補者として手続きを進めている。 

 

(5) 組織会議 

基幹会議として第３期定期総会（5/19）、理事会(4/15,5/28,6/23,7/24,8,25,9/29.10/26,11/30, 

1/19,2/23,3/23)を月１回程開催した。事業運営委員会を月 2 回程のペースで 22 回開催し、事業の

計画・実施及び報告等により問題点や助成事業の進捗状況のフォローと情報の共有化を図った。 

 

(6) 広報・情報発信 

当会の相談室のチラシや助成事業で作成した成年後見制度冊子や活動報告書を出前説明会や支援団

体等の訪問時に配布・説明した。 

NHK のディレクター、さわやか福祉財団の理事、岡山の市民後見人の会の代表等の訪問があり、成年

後見での課題や当会の取り組みについて情報を発信した。 

Web 掲示板 http://blog.canpan.info/kouken-hyougo/に活動内容をタイムリーに掲示した。 

 

(7) 地方自治体等への働きかけ 

  以前から市民後見人養成事業等の情報提供等を行っていた地方自治体を始めとして、成年後見制度

の出前説明会の開催及び市民後見人の活用方法等について提案を行う。また、地域の認知症高齢者支

援活動者等との連携の構築を働きかける。 
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法人名：

1.

2.

3.

4.

0

5.

1.

　

2.

12,600

会場借料 15,140

特定非営利活動法人　市民後見ひょうご

活動計算書
2012年4月1日から　2013年3月31日まで

(単位：円)
科　　目 金　　額

Ⅰ 経常収益

正会員受取会費 78,000
受取会費

事業電話代 46,181

源泉所得税

賛助会員受取会費 18,000 96,000

521,250

受取寄付金

受取助成金等

受取寄付金 521,250

事業収益
福祉医療機構（WAM)助成金 1,748,000

普及啓発事業 0

その他収益
援助支援事業 74,480
相談・コンサルティング事業

74,480

245
受取利息 245
雑収益

　　経常収益計 2,439,975
Ⅱ 経常費用

事業費

諸謝金 410,400
（1）人件費

通信運搬費

人件費計 410,400

40,878

（2）その他経費

その他経費計 1,019,856

管理費

旅費交通費 259,510

事業費計 1,430,256

諸謝金 132,000
（1）人件費

通信運搬費
268,070

（2）その他経費

当期経常増減額 344,852

2,095,123

664,867管理費計

　　経常費用計

人件費計 132,000

会場借料 1,000

その他経費計 532,867

48,984

雑費

備品購入費 246,059

消耗品費
事業光熱水費
事業家賃
リースレンタル料

7,340

7,500

新聞図書費
研修費

消耗品費
50,000

事業印刷費

25,079
27,109

230,000
96,390
12,885

48,750
15,005

印刷製本費
家賃

30,940
10,000

備品購入費

旅費交通費

雑費 16,428
保険料 6,500

業務委託費
支払手数料

1,850
28,000

支払手数料 525
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1.

1.

 

 

１

Ⅰ
1.
2.
3.
4.
5.

Ⅱ
（1）

（2）

２助成金の返還金の状況

△ 84,588 256,628 344,852

福祉医療機構（WAM)助成金交付額は1,805千円、執行額は1,748千円であった。このため57千円の返還金発生としているが、
助成元の審査結果によりこの値が変わることがある。

256,690 532,867 1,552,723
  経常費用計 19,240 265,465 24,320 1,094,606 26,625 1,430,256

16,428 23,928
その他経費計 19,240 80,065 24,320 878,606 17,625 1,019,856 276,177

新聞図書費 0 1,850 1,850 1,850
保険料 0 6,500 6,500 6,500

源泉所得税 12,600 12,600 0 12,600
研修費 0 28,000 28,000 28,000

525 525 11,635 3,370 15,005 15,530

30,940 43,825
業務委託費 0 48,750 48,750 48,750

10,800 15,140 1,000 1,000 16,140
印刷費 12,885 12,885 2,800 28,140

10,000 240,000
リースレンタル料 96,390 96,390 0 96,390

25,079 2,644 46,340 48,984 74,063
光熱水費 27,109 27,109 0 27,109

48,218
備品購入費 246,059 246,059 50,000 50,000 296,059

通信運搬費 2,300 38,578 40,878 7,340 7,340

95,730 172,340 268,070 527,580
事業電話代 46,181 46,181 0 46,181

132,000 132,000 542,400

その他経費
旅費交通費 56,380 16,820 169,210 17,100 259,510

132,000 542,400
人件費計 0 185,400 0 216,000 9,000 410,400 0

諸謝金 185,400 216,000 9,000 410,400 132,000

1,518,480 617,393 304,102 921,495 2,439,975
経常費用

　経常収益計 0 271,000 0 1,173,000 74,480

0 74,480
その他収益 0 143 102 245 245

1,173,000 1,444,000 0 304,000 304,000 1,748,000

96,000
受取寄付金 0 521,250 521,250 521,250

WAM助成
委員会

経常収益
受取会費 0 96,000 96,000

計算書類の注記
事業別損益の状況
事業別損益の状況は以下の通りです。

(単位：円)

科　　目

普及啓発事業
相談・コンサルティン

グ事業 援助支援
事業

事業部
門計

管理部門

　当期経常増減額 △ 19,240 5,535 △ 24,320 78,394 47,855 88,224 341,216
276,177 388,690 664,867 2,095,123

雑費 7,500 7,500 16,428

支払手数料

会場借料 4,340

家賃 230,000 230,000 10,000

消耗品費 25,079

受取助成金等 271,000

管理部
門計 合計

WAM助成
説明会

WAM助成
個別相談

人件費

事業収入 74,480 74,480 0

0

0

0
0

過年度損益修正益

Ⅲ 経常外費用
過年度損益修正損

経常外収益計

次期繰越正味財産額 1,088,402
前期繰越正味財産額 743,550
当期正味財産増減額 344,852

Ⅲ 経常外収益

経常外費用計

法人税、住民税及び事業税 0
税引前当期正味財産増減額 344,852
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法人名：

　 　 年 3 月 31 　 　 　

1.

2.

1.

2.

当期正味財産増減額 344,852
正味財産合計
負債及び正味財産合計 1,162,042

1,088,402

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産 743,550

固定負債合計 0
負債合計 73,640

長期借入金 0

73,640

短期借入金 0
預り金

前受金 16,640
未払金 0
流動負債

Ⅱ 負債の部
資産合計 1,162,042

固定資産合計 0
投資その他の資産計 0

0
（3）投資その他の資産

無形固定資産計 0

（2）無形固定資産

0
（1）有形固定資産

1,162,042
固定資産
流動資産合計

現金 6,186
流動資産

普通預金 868,693

(単位：円)

科　　目 金　　額

Ⅰ 資産の部

特定非営利活動法人　市民後見ひょうご

貸借対照表
　 2013 日現在 　

237,163
50,000

ゆうちょ銀行
前払費用

57,000
流動負債合計
固定負債

有形固定資産計 0

0
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法人名 : 特定非営利活動法人 市民後見ひょうご

2013年 3月  31日 現在

(単位 :円)

科  目 , 摘  要 金  額

資産の部

1.流 動資産

現金予丁1令

現企    う と金 千許有店i

洋適Jl企  三井住友銀行 住吉支店

ゆうちェ銀千予 lif名71Ll二人

li竹程、貨片J

賃貸1杵

流動資産合計

2.固 定資産

(1)イ]形1占1忙資産

行形l l l定資1准言|

( 2 )無)形1司ケ[資産

無形 子引ケ[資 産計

3)投資その他の資,と

投資その他の資産存|

固定資産合計

資産合計

負債の部

1.流 動負債

卜1ど、企

IⅢⅢIヱ令

会貸

占)んしんうと守契約

任期||千人金

預り企 (助ナ皮企返送 ,こ込み薇)

流動負債合計
2.固 定負債

k llll杵人企

固定負債合計

負債合計

正味財産

6,186

868,6913

237、163

000

1,162,042

1,162,042

73,640

0

0

0

0

C

C

000

610

0

000

0

73,640

0

1.088.402

監査報告書

2012年度決算におし

2 0 1 3年4月27日

てヽ適正に処理されていることを認めます。

監事 武 藤 由美子
く!:登
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２０１３年度（第５期）事業計画書（案） 

特定非営利活動法人 市民後見ひょうご 

１ 事業実施の方針 

 本年度は、継続事業の充実と新規事業の展開を行う。 

２ 事業の実施に関する事項 

 (1) 特定非営利活動に係る事業 

定款の事業名 事業内容 実施予定

日時 

実施予定

場所 

従事者の

予定人数

受益対象者の範 

囲及び予定人数 

支出見込み

額 (千円)

(1)成年後見制度

の普及啓発に関

する事業 

出前説明

会 

５回/年 兵庫県内 ３～４人

/回 

一般市民 

２０人/回 

５０ 

(2)市民後見人の

養成及び育成に

関する事業 

養成講座 

育成講座 

１講座 

３回/年 

兵庫県内 ４～６人

/回 

市民５０人 

会員等 

４０人/回 

２５０ 

６０ 

(3)生活見守り、権

利擁護及び成年

後見等に関する

相談及び支援に

関する事業 

個別相談 ５３回/年 兵庫県内 １～３人

/回 

一般市民 

１～３人/回 

３１８ 

(4)福祉サービス

利用援助事業 

個別支援 随時 兵庫県内 １～４人 要支援者 

１０人 

３００ 

(5)任意後見契約に

関する事業 

個別支援 随時 兵庫県内 １～３人 要支援者 

１０人 

３００ 

(6)法定後見受任に

関する事業 

個別支援 随時 兵庫県内 １～３人 要支援者 

１０人 

３００ 

(7)認知症高齢者

に係る生活見守

り、権利擁護、

成年後見制度及

び地域福祉に関

する調査研究等

の事業 

日常生活

自立支援

事業を利

用する認

知症高齢

者の調査

研究 

助 成 事 業

の採択後 

兵 庫 県

内、全国

１～３人 ＮＰＯ等の団体 ３６０ 
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３ 事業の内容 

(1) 成年後見制度の普及啓発に関する事業 

出前説明会等を開催する。 

年間で５回、１０千円/回×５回＝５０千円 

(2) 市民後見人の養成及び育成に関する事業 

①市民後見人養成事業 

 （収入）＠５千円×５０人＝２５０千円 

 （支出）５０千円 

②当会の会員等へのスキルアップ研修等：年間で３回、２０千円/回×３回＝６０千円 

(3) 生活見守り、権利擁護及び成年後見等に関する相談及び支援に関する事業 

生活に不安を抱える高齢者の相談を受ける。 

週１回、６千円/回×５３回＝３１８千円 

(4) 福祉サービス利用援助事業 

要支援者に対する日常金銭管理サービス等を提供する。交通費等経費含む 

（収入）＠５千円/月×６０延人員＝３００千円 

（支出）＠５千円/月×６０延人員＝３００千円 （管理費含む） 

(5) 任意後見契約に関する事業 

任意後見契約に基づくサービスを提供する。交通費等経費別 

（収入）＠５千円/月×６０延人員＝３００千円 

（支出）＠５千円/月×６０延人員＝３００千円 （管理費含む） 

(6) 法定後見受任に関する事業 

成年後見等の審判に基づく受任による支援を行う。交通費等経費別 

（支出）＠５千円/月×６０延人員＝３００千円 （管理費含む） 

(7) 認知症高齢者に係る生活見守り、権利擁護、成年後見制度及び地域福祉に関する調査研究等の事

業助成を受けて、兵庫県内及び全国のＮＰＯ法人等の日常生活自立支援事業の実施状況及び対象

者の状況等を調査し、その利用者が認知症等の発症に伴い、日常生活自立支援事業から成年後見

制度の活用への移行に関する課題と対策を考察する。 

（収入）３６０千円（助成金） 

（支出）１６０千円＋（管理費） 

研究員１人   研究：２０千円/日×５日＝１００千円 

事務費        ３００千円×０．２＝６０千円 
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100,000 100,000

0
250,000
100,000
300,000
300,000

0
360,000 1,310,000

400,000

500
0 400,500

1,810,500

50,000
100,000
318,000
200,000
200,000
200,000
160,000 1,228,000

30,000
150,000
60,000

100,000
50,000
20,000
10,000
10,000
60,000

300,000
30,000
10,000
30,000 860,000

22,500 22,500

2,110,500

△ 300,000
1,088,402

788,402

　１　会費・入会金収入
　　　　　会費収入

２０１３年度（第５期）　特定非営利活動に係る事業　予算書（案）
　2013年4月1日～2014年3月31日

特定非営利活動法人　市民後見ひょうご
科目 金額（単位：円）

Ⅰ　収入の部

　２　事業収入

　３　寄付金

　４　雑収入
　　　　受取利息

　　　　普及啓発事業
　　　　養成育成事業
　　　　相談支援事業
　　　　福祉サービス利用支援事業

　　　　その他

　　　　経常収入合計

Ⅱ　支出の部
　１　事業費

　２　管理費
　　　　諸謝金
　　　　旅費交通費

　　　　印刷製本費
　　　　光熱水費

　　　　研修費

　　　　家賃
　　　　支払手数料

　　　　通信運搬費
　　　　備品購入費
　　　　消耗品費
　　　　新聞図書費

　　　次期繰越収支差額

　　　　相談支援事業
　　　　福祉サービス利用支援事業
　　　　任意後見契約事業
　　　　法定後見受任事業
　　　　認知高齢者に係る調査研究等事業

　３　予備費

　　　　保険料
　　　　雑費

　　　　任意後見契約事業
　　　　法定後見受任事業(家裁による)
　　　　認知高齢者に係る調査研究等事業(助成金

　　　　普及啓発事業
　　　　養成育成事業

　　　前期繰越収支差額

　　　経常支出合計

　　　当期収支差額
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